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生産管理テンプレート「atWill Template」にＪＭＡＣ監修の品質管理機能を追加 

～ 時代に合わせた品質マネジメントの高度化を目指して ～ 

 

ＩＴサービスのＳＣＳＫ株式会社（本社：東京都江東区、代表取締役 社長執行役員 最高執行責任者：谷原 

徹、以下ＳＣＳＫ）と、経営コンサルティングファームの株式会社日本能率協会コンサルティング（本社：東京都

港区、代表取締役社長：鈴木 亨、以下ＪＭＡＣ）は、ＳＣＳＫが提供している生産管理テンプレート「atWill 

Template（アットウィルテンプレート）」に、ISOの要求事項を踏まえた品質管理機能を標準装備し、8月1日から

提供開始しました。 

品質管理機能の実装にあたっては、ＪＭＡＣのこれまでの製造業を中心としたコンサルティングのノウハウ

を踏まえて、実務に適用しやすいメニューを用意しました。本サービスは、生産管理業務のプロセスごとに必

要な品質管理業務を設定し、システム化することで効率的な業務運営を実現します。 

 

１．背景  

昨今、品質に関わる大手企業の不祥事が多発しており、日本製品の品質の高さが失われつつあるのでは

ないかという懸念が高まっています。これらの背景には、以下の問題があると報道されています。 

・求められる品質基準の高度化とこれまで培ってきた品質管理のノウハウが活かしきれていない。 

・労務費削減に向けて、人員削減や正社員から請負・派遣社員などへ製造現場の労働力が転換され、業

務過多でありながら継続的な人員確保が難しくなり、経験による暗黙知の醸成が困難になっている。 

・作業以外に充てられる時間も以前に比べて減っており、QCサークルをはじめとした小集団活動を行う会

社も減少傾向にある。 

こうした環境の中で、顧客の要求品質を満たす生産を行うためには、これまで現場の暗黙知として存在して

いたノウハウや作業のポイントを形式知化し、また定量的なデータを蓄積し、見える化を図る必要があります。

さらに品質問題の事前検知や徹底した原因追究を着実に実施していくことが求められます。 

 

２．ＪＭＡＣの品質マネジメントへの取り組み  

ＪＭＡＣでは、品質保証の基本フレームとして、「基準の更新」「基準達成のための品質保証設計」「設計内

容の安定的運用」を掲げています。これらの基本フレームに従い、継続的に品質向上を図っていくためには、

①情報の見える化を図り、②その情報に基づき品質問題を見つけ、その問題解決を図る、③これらの活動を

通じて現場を中心とした意識改革が重要です。 

そのためＪＭＡＣでは、その企業の現在の意識・認識を把握し、個々の問題に対してクライアントともに検討

していくことで、問題解決の方法論を現場にも植えつけ、実践できるスキルの定着化を図ります。また、その
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企業にあった事例を盛り込んだ教育コンテンツを作成し、教育を実施しています。 

 

３．生産管理テンプレート「atWill Template」品質管理機能および今後の展開 

新たな品質管理機能として、企業全体の品質を見える化し、品質改善に向けた業務をサポートします。昨

今、品質管理は製造工程だけではなく、企画、設計段階から始まりトレースまで幅広い領域での管理が求め

られています。本機能強化では、まずは品質計画の立案から情報のデータベース化を実現し、情報の活用環

境を構築します。 

また、今後の展開として、お客様のニーズを踏まえたさらなる品質管理システムの提供を目指し、ＪＭＡＣの

業務とＳＣＳＫのシステム構築ノウハウを活かした以下の実現を目指します。 

（１） 検査実績の自動収集とデータ改ざん抑制（IoT 連携） 

（２） 検査の最適化（AI 連携） 

 

■生産管理テンプレート「atWill Template」について 

これまで長年培ったノウハウから、製造業に必要な業務機能を「テンプレート」として備え、企業独自の強み

を活かした変化に強いシステムをスピーディーに構築します。 

さらに、高速開発ツールを利用しプログラムレスでオリジナル機能を追加し、業務に合わせた生産管理シス

テムを短納期・低コストで提供します。 

http://www.scsk.jp/sp/awt/index.html 

 

セミナー情報 

  日本能率協会コンサルティングおよびＳＣＳＫ共同主催の「今、求められる生産管理のあり方と改革に向け

た要諦セミナー」を 2018 年 9 月 21 日に開催予定です。 

 

 

※掲載されている製品名、会社名、サービス名はすべて各社の商標または登録商標です。 

■製品・サービスに関するお問い合わせ先 

ＳＣＳＫ株式会社  

製造システム事業本部 営業第一部 永野 

Tel：03-5166-2233 

 

 

株式会社日本能率協会コンサルティング 

企画営業本部 安本 

Tel：03-4521-4316 

■報道関係お問い合わせ先 

ＳＣＳＫ株式会社 

広報部 高野 

Tel：03-5166-1150 

 

株式会社日本能率協会コンサルティング 

広報担当 豊島 

Tel：03-4531-4307 


